
エコチル調査を通じた人材育成について
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人材育成の実績について
エコチル調査に関わった大学院生、特任研究員、教員等の主な転籍(就職）先・役職

エコチル調査に関わった研究者のうち、令和３年３月末までに環境科学、小児保健分野等を担う 211人 の人材を輩出している。
令和3年6月、エコチル調査の各実施機関（国立環境研究所、成育医療研究センター、全国15カ所のユニットセンター）からの回答による。
これまでエコチル調査実施機関に所属してエコチル調査を担当（エコチル調査に関わった大学院生等を含む）した後、学内・機関内で昇進した研究員、また、大学や研究機関、医療機関、
行政機関等外部に転籍（就職）した研究員等で、「エコチル調査に関わった」と各センターが判断した者を集計。

● 助教・助手から 准教授12人、講師28人
● 研究員から 教授1人、准教授5人、 講師5人、

助教・助手16人

(参考)エコチル調査の研究者数
ユニットセンター： 535人
メディカルサポートセンター： 8人
コアセンター： 31人

計：574人 (令和3年5月時点)

教授： 21人
准教授： 26人
講師： 28人
助教・助手： 56人
その他： 80人
計 211人



エコチル調査を通じた大学院生等の育成
令和３年３月末までに、222人 の大学院生等がエコチル調査に関わっている。

エコチル調査の成果を用いた学位論文は34編。

令和3年6月、エコチル調査の各実施機関（国立環境研究所、成育医療研究
センター、全国15カ所のユニットセンター）からの回答による。
大学院生等は、「エコチル調査に関わった」と各センターが判断した者。
学位論文は、「エコチル調査の成果を活用した」と各センターが判断した論文。
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計：222人
※令和3年3月末まで

計：34編
※令和3年3月末まで

大学院生等のうち、外国人留学生16名の母国の内訳

インドネシア（6名）、中国(3名）、アメリカ(2名）、
ミャンマー（2名）、コンゴ（1名）、バングラディシュ(1名）、ベトナム(1名）

学位論文数（累積）


